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まちの話題まちの話題
 　・ 　・下久保ダムイベント下久保ダムイベント
 　・希少生物観察会 　・希少生物観察会などなど

プレミアム付商品券購入引換券申請プレミアム付商品券購入引換券申請 運転免許証自主返納を考える運転免許証自主返納を考える

InformationInformation～お知らせ～～お知らせ～
 　・ 　・日本語ボランティア養成講座日本語ボランティア養成講座
 　・ 　・土と火の里公園夏まつり土と火の里公園夏まつりなどなど

伝統つなぐ新田坂の駆け上がり  伝統つなぐ新田坂の駆け上がり  ～鬼石夏祭り～～鬼石夏祭り～



3 広報ふじおか　令和元年８月１日号 広報ふじおか　令和元年８月１日号 2

鬼石夏祭り
　７月13日㈯・14日㈰に鬼石夏祭りが開催されました。５地区
の山車は各町内で受け継がれてきた伝統のお囃

はや

子
し

を奏で、祭りを
盛り上げました。「新田坂の駆け上がり」では、威勢の良い掛け声
と共に坂を駆け上がり、見物客を魅了しました。
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市長コラム市長コラム
　いよいよ今月24日、土曜の花火大会が近づいて来ました。市制の節目と令和の始まりを
記念すべく、県内で一番の大会にするため実行委員会を中心に準備が進んでいます。
何より、多くの市民・事業所の皆様のご協賛をいただいており、市の一体感と盛り上がりを
実感して本当にうれしく思っています。
　夜空と見る人の心を彩る花火が、藤岡のまちと市民を一層明るく元気にしてくれるはず
です。市内外で暮らしているご家族やご友人にも声を掛けていただき、ぜひ、おそろいで
お出掛けください。今回の藤岡の花火はすごい、来てよかった、楽しかった。必ず感動
していただける大会になります！皆さん、今から当日の晴天を祈りましょう！

藤岡市制施行65周年記念花火大会藤岡市制施行65周年記念花火大会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
に
伴
う

　

購
入
引
換
券
の
申
請
に
つ
い
て

10
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
住
民
税
非
課
税
の
人
・

子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え

す
る
こ
と
を
目
的
に「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
」を
販
売
し
ま
す
。

対
象　

①
住
民
税
非
課
税
の
人
＝

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
に
本
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
31
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
人（
住

民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶

者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
）②
子
育
て
世
帯
＝
平

成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

申
請
方
法　

①
＝
８
月
１
日
㈭
〜

11
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
購
入

引
換
券
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
申

請
し
て
く
だ
さ
い
②
＝
申
請
は
不

要
で
す
。
対
象
者
に
は
10
月
以
降

に
購
入
引
換
券
を
送
付
し
ま
す

　

※
住
民
税
非
課
税
の
人
は
購
入

引
換
券
申
請
書
に
て
申
請
を
行

い
、
購
入
引
換
券
を
取
得
し
な
い

と
商
品
券
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

販
売
価
格　

１
セ
ッ
ト
４
０
０
０
円

　

※
額
面
５
０
０
円
×
10
枚
＝

５
０
０
０
円
利
用
可
能

購
入
限
度　

対
象
者
１
人
に
付
き

最
大
５
セ
ッ
ト

　

※
子
育
て
世
帯
は
、
対
象
児
童

１
人
に
付
き
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入

可
能

そ
の
他　

▽
対
象
と
思
わ
れ
る
住

民
税
非
課
税
の
人
に
は
、
税
務
課

か
ら
非
課
税
の
お
知
ら
せ
が
別
途

通
知
さ
れ
、
商
品
券
を
購
入
す
る

た
め
に
必
要
な
購
入
引
換
券
の
申

請
書
・
記
載
例
・
制
度
概
要
の
チ

ラ
シ
・
返
信
用
封
筒
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
▽
対
象
と
思
わ
れ
る
人

で
非
課
税
の
お
知
ら
せ
が
届
か
な

い
人
は
税
務
課
の
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

※
個
人
の
課
税
情
報
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
で
お
答
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課（
☎
40
２

２
９
７
）・
子
ど
も
課（
☎
40
２
２

８
６
）・
税
務
課（
☎
40
２
２
３

１
）

藤
岡
市
制
施
行
65
周
年
記
念
花
火
大
会

　

身
体
障
が
い
者
観
覧
場
所

　

歩
行
困
難
な
身
体
障
が
い
者
を

対
象
に
、
自
家
用
車
か
ら
ゆ
っ
た

り
と
観
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
会

場
周
辺
に
用
意
し
ま
す
。

場
所　

新
設
市
道
１
１
８
号
線
付

近（
地
図
参
照
）

対
象　

歩
行
が
困
難
な
た
め
車
椅

子
を
使
用
し
て
い
る
、
市
内
で
生

活
す
る
重
度
の
身
体
障
が
い
者

　

※
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害

１
〜
３
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者

定
員　

自
家
用
車
50
台
分

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

利
用
料　

無
料

そ
の
他　

身
体
障
が
い
者
観
覧
場

所
か
ら
打
上
場
所
ま
で
は
６
５
０

ｍ
ほ
ど
離
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分

観
覧
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

13
日
㈫
〜
20
日
㈫
に
電
話
で
藤
岡

市
制
施
行
65
周
年
記
念
花
火
大
会

実
行
委
員
会（
商
工
観
光
課
内
☎

40
２
３
１
７
）へ

広報撮影にご協力ください
イベントなどで市広報広聴係員が写真や映像

を撮影します。これらは市の記録写真として
保存する他、広報紙など市の発行物やホームペー
ジなどで使用されます。
　「藤岡市広報」と書かれた紫色の腕章をつけた
担当職員がおじゃまして取材・撮影を行う際に
は、ご協力をお願いします。
　イベントの写真は「広報ふじおか　まちの話
題」だけでなくホームページ「イベント写真館」
にも掲載しているのでご覧ください。

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

７
月
１
日
付
で
針
谷
幸
次
郎
さ

ん（
新
任
・
森
）が
、
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年

で
、
人
権
尊
重
の
理
念
の
普
及
や

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

相
談
日
・
会
場　

▽
市
役
所
市
民

相
談
室
＝
毎
月
第
２・
４
金
曜
日

▽
鬼
石
公
民
館
＝
４・７・
９
・
12

月
の
第
３
木
曜
日

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

問
い
合
わ
せ　

地
域
づ
く
り
課

（
☎
40
２
２
１
１
）

イベント写真館イベント写真館

報酬
利用日 利用時間 時給

月～金曜日
午前７時～午後７時 700円

上記時間以外 900円

土･日曜日･祝日、
年末年始（12月
29日～１月３日）

終日 900円

※交通費は自家用車を利用した場合、10
㎞当たり100円

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

提
供
会
員
募
集

　

藤
岡
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
く
れ
る「
提
供
会

員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
内
容　

お
お
む
ね
３
カ

月
か
ら
中
学
生
ま
で
の
預
か
り
、

保
育
施
設
・
習
い
事
の
送
迎
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
心
身
共
に
健

康
な
20
歳
以
上
の
人

登
録
料　

無
料

　

※
登
録
時
に
セ
ン
タ
ー
で
会
員

証
用
の
顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す

報
酬　

下
表
の
と
お
り

そ
の
他　

安
心
・
安
全
に
活
動
で

き
る
よ
う
に「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険
」

に
加
入
し
て
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

藤
岡

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
子
ど
も
課
内
☎
㉓
５
７

７
７
）

針谷　幸次郎

後
期
高
齢
者
医
療　

ジ
ェ
ネ
ッ
リ
ッ
ク
差
額
通
知

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発

医
薬
品
）は
新
薬（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ

る
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
・
効

き
目
で
価
格
の
安
い
薬
で
す
。

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
服
用
し
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
に
薬
代
を
ど
の
く
ら
い

軽
減
で
き
る
か
試
算
し
た
差
額
通

知「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」を
、年
２
回（
８・

２
月
）郵
送
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
際

の
参
考
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

令
和
元
年
５
月
に
医
薬
品

を
処
方
さ
れ
た
人
で
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、

１
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担
額
の

軽
減
が
一
定
以
上
見
込
ま
れ
る
後

期
高
齢
者

そ
の
他　

通
知
は
必
ず
し
も
全
員

に
届
く
訳
で
は
な
く
、
ま
た
切
り

替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課（
☎

40
２
２
５
９
）・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
５
３
・
０
０
０

６
）
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高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
年
々
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
重
大
な
交

通
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
事
故
を
起
こ
す

前
に
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
と
家
族
の
皆
さ

ん
で
運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

増
加
す
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

70
歳
以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
は
平
成

元
年
の
約
１
０
９
万
人
か
ら
、
平
成
30
年

に
は
約
１
１
３
０
万
人
と
30
年
間
で
約
10

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
免
許
人
口
当

た
り
の
死
亡
事
故
件
数
で
は
、
75
歳
以
上

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
75
歳
未
満
の
ド
ラ
イ

バ
ー
と
比
較
し
て
死
亡
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら
要
注
意

運転に不安を感じることはありませんか？運転に不安を感じることはありませんか？
～運転免許証の自主返納について考えてみましょう～～運転免許証の自主返納について考えてみましょう～

　

加
齢
と
と
も
に
体
は
変
化
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
安
全
運
転
を
続
け
て
き
た
優
良
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
今
後
も
安

全
運
転
を
続
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
と
き
や「
若
い

頃
と
ち
ょ
っ
と
違
う
な
」「
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
と
は

　

自
主
返
納
制
度
と
は
、「
運
転
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
」「
も
う
運
転
は
し
な
い
」と

い
う
人
が
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返

納
で
き
る
制
度
で
す
。

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
は
、

申
請
に
よ
っ
て
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
も
使
え
る「
運
転
経
歴
証
明
書
」が

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
提
示
す

る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

左
右
の
ウ
イ
ン
カ
ー
を
間
違
っ
て
出
し

た
り
、
出
し
忘
れ
た
り
す
る

歩
行
者
や
障
害
物
、
他
の
車
に
注
意
が

向
か
な
い
こ
と
が
あ
る

カ
ー
ブ
を
ス
ム
ー
ズ
に
曲
が
れ
な
い
こ

と
が
あ
る

車
庫
入
れ
の
時
、
塀
や
壁
を
こ
す
る
こ

と
が
増
え
た

信
号
や
標
識
を
無
視
し
て
通
行
す
る
こ

と
が
あ
る

左
右
折
時
に
、
歩
行
者
や
対
向
車
な
ど

を
よ
く
見
落
と
す
よ
う
に
な
っ
た

な
ど

0.0

5.0

10.0

15.0

11.4

5.2
4.0

3.3 3.0 2.9
3.8 3.6 3.4 3.6 3.4

4.1

5.7

9.2

14.6

15～
19歳
20～

24歳
25～

29歳
30～

34歳
35～

39歳
40～

44歳
45～

49歳
50～

54歳
55～

59歳
60～

64歳
65～

69歳
70～

74歳
75～

79歳
80歳

以上

（件/免許人口10万人当たり）

※平成29年12月末の運転免許保有者数で算出した。
※警察庁資料による。

年齢層別の死亡事故件数
（免許人口10万人当たり）

□

□□□□□

運転経歴証明書の交付手数料の補助

公共交通利用券の補助

対象　次の全ての条件を満たす人

▽平成31年４月１日以降に運転免許証の自主返納をした人

▽市内在住で自主返納時に本市の住民基本台帳に記録され
ている満65歳以上の人
返納場所　藤岡警察署交通課・県総合交通センター（前橋
市元総社町）
申請期限　自主返納時から３カ月以内
申請・問い合わせ　地域安全課（☎402245）

■バス１万円分の利用券もしくは、タクシー5,000円分の利用券の補助
　※どちらかの利用券を１人１回に限り補助
対象　次の全ての条件を満たす人

▽平成31年４月１日以降に運転免許証の自主返納をした人

▽市内在住で自主返納時に本市の住民基本台帳に記録されている満65歳以上の人
利用可能な路線　市内循環線・藤岡～上平線・三ツ木～高山線・三波川線・奥多野線
利用可能なタクシー　上信ハイヤー・藤岡タクシー・ロングタクシー・鬼石タクシー・奥多野交通
使用期限　交付を受けた年度～翌年度の３月末日
申請期限　自主返納時から３カ月以内
申請・問い合わせ　地域安全課（☎402245）

　「運転経歴証明書」を提示すると、市内各協力店
でサービスを受けることができます。
　サポート協力店は市ホームページをご確認くだ
さい。

■奥多野線の運賃半額
対象　管内在住で運転経歴証明書の交付を受けた人（年齢制限なし）
　※管内とは、藤岡市・神流町・上野村・高崎市の一部（新町）地域
補助　奥多野線の運賃半額
　※他の割引制度との併用不可。回数や期限などはありません
利用方法　降車時に運転経歴証明書を提示
問い合わせ　多野藤岡広域市町村圏振興整備組合（☎㉔1621）

運転免許証返納で受けられる  さまざまな補助

-----  手続きの流れ  -----

1.返納場所にて、運転免
許証の全部返納申請をし
てください
2.申請書兼請求書に必要
事項を記入の上、運転免許
の取消通知の写し・運転
経歴証明書の写しを同封
し、市役所地域安全課へ

　運転免許証を自主的に返納した人に公共交通利用券の補助を行っています。

　運転免許証を自主的に返納した人に運転経歴証明書の交
付に係る費用の補助を行っています。

市内協力店で受けられるサービス
←
協
力
店
に
は
左
の
よ
う

な
指
定
の
協
力
店
章
が

張
っ
て
あ
り
ま
す

回数を設けない割引制度は、

県内初の試み！！県内初の試み！！

市ホームページ



　歩行困難など要介護になるリスクが高まるロ
コモティブ症候群の予防するため、ザスパクサ
ツ健康づくり教室が市民ホールで開催されまし
た。参加者はロコモティブ症候群を予防する食
材を使ったレシピを学び、腕を組んだまま立ち
上がる動きなどで症状の進行度を検査しました。

　下久保ダムイベントが開催されました。臨時
バスも運行し、県外からも多くの人が訪れまし
た。ゲート動作点検の他、ダムグッズ販売やダ
ムカード配布、特設ステージではダムフェスを
開催。下久保発電所見学は人数限定のため整理
券待ちの列ができました。

　学習支援教室「理科・社会科自由研究のヒン
ト」が教育庁舎で開催されました。参加した36
人の小中学生は、４人の講師から身近な事柄の
中から「なぜだろう、不思議だな」と感じたこ
とや、理科の実験を通して「しらべてみたいな」
と思ったことをテーマとするコツを学びました。

　男女共同参画週間にあわせて、推進協議会委
員が市内のスーパーでパンフレットを配り、啓
発活動を行いました。男女共同参画とは「性別に
よって行動や考え方が限定されることなく自分
らしく生きられる社会」のことで、男性も女性も
活躍できる社会の実現を呼び掛けました。

　希少生物観察会がかんな川水辺の楽校で開催
されました。参加者40人は、水質検査をしたり、
川に入って魚や水生昆虫を捕まえたり、草原で
昆虫採集したりして、水辺の環境と生物を楽し
く学びました。川の中で大きなカジカが捕まると、
子どもたちの歓声が上がっていました。

　神流公民館でおもしろ科学教室が開催されま
した。教室では黒い壁（ブラックウオール）があ
るように見えるのに、その壁をボールがすり抜
けてしまう「二段ブラック・ウオール」を作りま
した。参加した子どもたちは偏光板を使った光
のマジックを興味深そうにしていました。

　藤岡中央児童館で七夕まつりが開催されまし
た。高崎健康福祉大学アカペラサークルにより、
子どもたちにおなじみの歌が、豊かなハーモニー
に乗って会場内に響き渡りました。また、たな
ばたさまをみんなで歌い、七夕にちなんだ参加
型の劇もあり、楽しい時間を過ごしました。

　藤岡公民館でおいしいコーヒーの入れ方教室
が開催されました。参加者はコーヒー豆の種類
や保存方法などを学んだ後、ドリップコーヒー
の入れ方を学びました。参加者からは「今までの
やり方が間違っていた」などの声が聞かれ、自分
で入れた本格的なコーヒーを味わっていました。

食生活と運動習慣の改善

台風などの季節を控えて「なぜだろう、不思議だな」をテーマに

一人一人の豊かな人生のため

希少生物観察会

光の不思議七夕の彦星と織姫に

家でも本格的なコーヒーを

康長寿の秘策を学ぶ

水期前の動作点検由研究のヒント

重し合う社会を

辺や草原の生物を探す

学のおもしろさを体験いを込めて

ーヒーの入れ方学ぶ

健

洪自

尊

水

科願

コ

７

６７

６

７

６７

７

10

3020

24

13

29６

５

川の中で魚や水生昆虫を捕まえる。

真剣な様子で作業をする子どもたち。

小さな彦星と織姫は無事に会うことができました。

おいしいコーヒーの入れ方を学ぶ参加者。

ロコモティブ症候群の進行度を検査する参加者。

ゲートが開くと迫力ある放水に大歓声が。

紙コップ３つで体を支える実験。

みなさん一人一人の取り組みが必要と呼び掛けます。
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

望
遠
鏡
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

取
り
付
け
て
月
を
撮
影
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　

９
月
13
日
㈮
▽
解

説（
月
め
ぐ
り
の
旅
）＝
午
後
７

時
30
分
〜
▽
観
望
＆
撮
影
＝
午
後

８
時
〜

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

講
師　

西
原
英
治
さ
ん（
県
立
ぐ

ん
ま
天
文
台
職
員
）

そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

（
☎
㉒
５
５
１
１
）

日
時　

８
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場　

土
と
火
の
里
公
園

内
容
・
体
験
料　

▽
マ
ー
ブ
リ
ン

11
時
〜
・
午
後
３
時
〜
▽
ノ
ー
マ

ン
・
ザ
・
ス
ノ
ー
マ
ン
〜
流
れ
星

の
ふ
る
夜
に
〜
＝
午
後
１
時
30
分
〜

入
場
料　

▽
大
人
＝
３
０
０
円
▽

小
中
学
生
＝
２
０
０
円
▽
未
就
学

児
＝
無
料

お
も
し
ろ
工
作

　

投
影
前
に
工
作
を
行
い
ま
す
。

内
容　

▽
か
ざ
ぐ
る
ま
▽
ぱ
っ
ち

ん
コ
ッ
プ
ク
ラ
ッ
カ
ー
▽
日
食
メ

ガ
ネ

対
象　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
者

問
い
合
わ
せ　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

（
☎
㉒
５
５
１
１
）

　

紛
争
下
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
本
を
集
め

ま
す
。

期
間　

８
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯

日
時　

８
月
12
日
㉁
午
前
10
時
〜

会
場　

神
流
公
民
館

グ
染
め
バ
ッ
グ
＝
９
０
０
円
▽
マ
ー

ブ
リ
ン
グ
染
め
パ
タ
コ
プ
タ
ー
＝

９
０
０
円
▽
キ
ラ
キ
ラ
粘
土
ス
ラ

イ
ム
＝
６
０
０
円
▽
せ
っ
け
ん
粘

土
＝
１
０
０
０
円
▽
シ
ー
グ
ラ
ス

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
＝
１
２
０
０
円

▽
風
鈴
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
の

絵
付
け
＝
２
０
０
０
円
▽
吹
き
ガ

ラ
ス
風
鈴
＝
３
４
０
０
円
▽
イ
ニ

シ
ャ
ル
入
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
＝
８

０
０
円
▽
風
鈴
の
絵
付
け
＝
２
１

０
０
円（
先
着
50
個
）▽
竹
馬
＝

７
０
０
円
▽
水
鉄
砲
＝
７
０
０
円

▽
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
＝
１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

か
き
氷
な
ど
の
模
擬
店
が
出
店
し

ま
す
▽
大
道
芸
、
似
顔
絵
な
ど
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
ま
す

▽
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
禁
止
で
す

問
い
合
わ
せ　

土
と
火
の
里
公
園

（
☎
㉘
０
３
８
５
）

期
間　

８
月
10
日
㈯
〜
18
日
㈰

　

※
８
月
13
日
㈫
を
除
く

番
組
・
内
容　

▽
こ
ぐ
ま
座
の
テ
ィ

オ
星
空
だ
い
ぼ
う
け
ん
＝
午
前
10

時
〜
▽
ド
ラ
え
も
ん
宇
宙
ふ
し
ぎ

大
探
検
３
地
球
の
ふ
し
ぎ
＝
午
前

内
容　

古
墳
に
つ
い
て
の
入
門
的

な
話
な
ど

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

40
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

神
流

公
民
館（
☎
㉔
０
８
０
９
）

日
時　

９
月
５
日
㈭
午
前
10
時
〜

会
場　

美
土
里
公
民
館

内
容　
原
始
古
代
の
藤
岡
に
つ
い
て

講
師　
小
林
敏
夫
さ
ん（
郷
土
史
家
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

そ
の
他　

館
外
学
習
は
隔
年
と
な

り
ま
す（
今
年
度
な
し
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

美
土

里
公
民
館（
☎
㉒
１
２
４
９
）

　

在
日
外
国
人
の
現
状
と
外
国
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

日
時　

８
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　

高
橋
の
り
子
さ
ん（
日
本

語
教
師
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

22
日
㈭
ま
で
に
市
国
際
交
流
協
会

　

東
日
野
金
井
城
跡
を
歩
い
て
中

世
の
城
跡
の
姿
を
た
ど
り
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈯
午
前
９
時
〜

11
時
30
分

内
容　

金
井
の
湯
駐
車
場（
集
合
）

↓
百
間
築つ
い

地じ

の
砦と

り
で

跡
↓
要
害
山
城

跡
↓
堀
切
・
大
手
筋

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
年
会
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

30
日
㈮
ま
で
に
関
東
管
領
平
井
城

址し

保
存
会
事
務
局（
地
域
づ
く
り

課
内
☎
40
２
４
２
８
）へ

事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内
☎
40

２
４
２
８
）へ

日
時　

９
月
５
日
〜
11
月
14
日
の

木
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
〜

８
時
30
分

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　

ア
リ
ス
・
リ
ド
リ
ー
さ
ん

（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
国
際
交
流
協
会
会
員
の
中

学
生
以
上
で
、
英
検
４
級
程
度
を

目
指
す
人

定
員　

20
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　

市
国
際
交
流
協
会
▽
会

員
＝
４
０
０
０
円
▽
非
会
員
＝
６

０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

22
日
㈭
ま
で
に
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内
☎
40

２
４
２
８
）へ

　

結
婚
し
た
い
あ
な
た
を
応
援
し

ま
す
。軽
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜

会
場　

市
民
ホ
ー
ル

内
容　

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

ユ
ニ
カ
ー
ル
な
ど
を
し
な
が
ら
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

対
象　

結
婚
の
意
思
が
あ
る
25
〜

50
歳
の
独
身
の
人（
男
性
は
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
）

定
員　

男
女
各
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
当
日
集

金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈭
〜
30
日
㈮
に
市
連
合
婦
人

会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
☎
㉒

６
８
８
８
）へ

みかぼみらい館
問（☎㉒5511）

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人300円、小・中学生200円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　▷こぐま座のティオ星空だいぼうけん　午前10時～
　▷ドラえもん宇宙ふしぎ大探検３地球のふしぎ
　　午前11時～・午後３時～
　▷ノーマン・ザ・スノーマン～流れ星のふる夜に～
　　午後１時30分～

May J. Tour 2019
　日　時　８月10日㈯午後５時開演
　入場料　全席指定6,480円
　　　　　（３歳未満入場不可）

子どものための夏休みファミリーコンサート
　日　時　８月17日㈯午前10時30分開演
　入場料　全席自由800円
　　　　　（３歳未満膝上無料）

ふじおかフラフェスティバル
　日　時　９月１日㈰午前９時30分開演
　入場料　無料

夏川りみ　20th Tour 2019
　日　時　10月26日㈯午後４時30分開演
　入場料　全席指定　大人6,500円
　　　　　　　　　　小中学生2,000円
　　　　　（未就学児膝上無料）

渡辺美里　35th　アニバーサリー　ライブ
　日　時　10月27日㈰午後５時30分開演
　入場料　全席指定8,250円
　　　　　（４歳未満入場不可）

内藤聡＆群馬交響楽団　Presents
～懐かしのヒーロー大集合～
　日　時　11月４日㉁午後２時開演
　入場料　全席指定　大人3,000円
　　　　　　　　　　高校生以下1,000円
　チケット発売　８月４日㈰午前９時～

高嶋ちさ子　ピアノクインテット
　日　時　12月21日㈯午後２時開演
　入場料　全席指定5,500円
　　　　　（未就学児入場不可）

※入場料は前売り券の価格です（プラネタリウム除く）

ぐ
ん
ま
天
文
台
の
人
に

教
え
て
も
ら
わ
ナ
イ
ト

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夏
休
み
特
別
投
影

出
会
い
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

「
夢
む
す
び
」

平
井
城
を
再
認
識

す
る
勉
強
会

土
と
火
の
里
夏
ま
つ
り

二
学
期
英
会
話
教
室

平
和
に
関
す
る
図
書
展

神
流
公
民
館
古
墳
講
座

美
土
里
公
民
館
歴
史
講
座

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

問
☎
㉒
１
６
６
９

講
座
・
教
室

募
集
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Information ～お知らせ～

広報ふじおか　令和元年８月１日号広報ふじおか　令和元年８月１日号

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

国
際
交
流
に
対
し
て
の
関
心
や

理
解
を
深
め
る
た
め
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
以
上

様
式　

▽
写
真
＝
２
Ｌ
サ
イ
ズ
▽

標
語
＝
規
定
用
紙
▽
絵
・
ポ
ス
タ
ー

＝
45
㎝
×
30
㎝
〜
55
㎝
×
40
㎝
以

内
の
画
用
紙

表
彰　

学
年（
小
中
学
生
の
み
）・

部
門
ご
と
に
金
賞
１
点
、
銀
賞
５

点
以
内

そ
の
他　

▽
応
募
用
紙
は
市
役
所

市
民
相
談
室
、
鬼
石
総
合
支
所
、

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公

民
館
に
あ
り
ま
す
▽
応
募
作
品
の

著
作
権
は
市
国
際
交
流
協
会
に
帰

属
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

30
日
㈮
ま
で
に
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内
☎
40

２
４
２
８
）へ

　

汚
れ
た
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て

い
く
仕
組
み
を
見
学
し
た
り
、
水

を
き
れ
い
に
す
る
微
生
物
を
顕
微

鏡
で
観
察
し
ま
す
。

日
時　
８
月
18
日
㈰
▽
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
▽
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場　

県
央
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
玉
村
町
上
之
手
）

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課（
☎
40

２
３
２
７
）

日
時　

11
月
３
日
㈷
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

種
目　

団
体
総
合
競
技
・
個
人
総

合
競
技
・
種
目
別
競
技

部
門　

▽
小
学
生
以
下
の
部
▽
中

学
生
の
部
▽
高
校
生
・
一
般
の
部

参
加
料　

１
人
１
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

27
日
㈮
ま
で
に
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
書
留
郵
便
ま
た

は
直
接
〒
375

－

０
０
２
４
藤
岡
市

藤
岡
１
４
８
５
関
孝
和
先
生
顕
彰

全
日
本
珠
算
競
技
大
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

職
種
・
募
集
人
数　

手
話
通
訳
者

（
令
和
２
年
４
月
採
用
）＝
若
干
名

資
格　

▽
日
本
国
籍
を
有
し
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
人
▽
昭
和
59
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
令
和
２
年

３
月
ま
で
に
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
の
人
▽
社
会
福
祉
法
人
聴
力
障

害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
の
実
施

す
る
手
話
通
訳
技
能
認
定
試
験
ま

た
は
社
会
福
祉
法
人
全
国
手
話
研

修
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る
手
話
通

訳
者
全
国
統
一
試
験
に
合
格
し
た
人

試
験
日　

▽
第
１
次
試
験
＝
９
月

22
日
㈰
▽
第
２
次
試
験
＝
10
月
下
旬

試
験
案
内
配
布　

▽
市
役
所
市
民

相
談
室
、
鬼
石
総
合
支
所
鬼
石
振

興
課
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
▽
郵
送
請
求
＝
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
形
２

号
）に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

同
封
し
、
〒
375

－

８
６
０
１（
住

所
記
載
不
要
）市
役
所
職
員
課
へ

　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

試
験
内
容　

高
等
学
校
卒
業
程
度

の
教
養
試
験
・
適
性
試
験

申
し
込
み　

８
月
５
日
㈪
〜
20
日

㈫
に
直
接（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）ま
た
は
郵
送（
締
め
切

り
日
当
日
消
印
有
効
。
82
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
長
形

３
号
）に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

同
封
）で
職
員
課
へ

問
い
合
わ
せ　

職
員
課（
☎
40
２

２
２
６
）

　

発
明
意
欲
の
向
上
と
科
学
技
術

の
発
展
を
図
る
た
め
、
創
意
工
夫

に
満
ち
た
ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

展
示
期
間　

９
月
９
日
㈪
〜
16
日
㈷

会
場　

ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

作
品
募
集　

創
意
工
夫
作
品（
ア

イ
デ
ア
作
品
）、
未
来
創
造
図（
乗

り
物
や
街
の
未
来
図
）な
ど
創
造

性
豊
か
な
作
品（
特
許
出
願
中
の

も
の
で
も
可
）

対
象　

多
野
藤
岡
地
域
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

　

※
小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
じ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

４
日
㈬
ま
で
に
藤
岡
発
明
協
会
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
藤
岡
発
明
協
会（
藤
岡
商

工
会
議
所
内
☎
㉒
１
２
３
０
）へ

指
定
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

５
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

対
象　

県
内
に
本
社
ま
た
は
支
社

な
ど
を
有
す
る
法
人
・
団
体

　
※
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

応
募
要
項
配
布　

８
月
１
日
㈭
〜

９
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
に
土
と
火
の
里
公
園
へ

　

※
月
・
土
・
日
曜
日
を
除
く

現
地
説
明
会　

８
月
19
日
㈪

　

※
応
募
要
項
受
け
取
り
時
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　

８
月
20
日
㈫
〜
23
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
に
直
接
土
と
火
の
里
公
園
へ

問
い
合
わ
せ　

土
と
火
の
里
公
園

（
☎
㉘
０
３
８
５
）

指
定
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

５
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

置
く
法
人
・
団
体

応
募
要
項
配
布　

８
月
19
日
㈪
〜

９
月
６
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
子
ど
も
課
へ

現
地
説
明
会　

９
月
12
日
㈭
午
後

１
時
30
分
〜

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈫
〜
24
日

㈫
に
子
ど
も
課
へ

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
課（
☎
40

２
２
８
６
）

期
日　

９
月
１
日
㈰
・
７
日
㈯
・

８
日
㈰
・
14
日
㈯
・
15
日
㈰

会
場　

神
流
川
野
球
場
・
烏
川
緑

地
ス
ポ
ー
ツ
広
場

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
６
年
生

定
員　

60
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
人
４
０
０
０
円（
保

険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈭
〜
22
日
㈭
ま
で
に
参
加
料

と
印
鑑
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

９
月
８
日
㈰
午
前
８
時
20

分
受
け
付
け
、
午
前
９
時
開
会

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

種
目　

チ
ー
ム
別
対
抗
▽
団
体
ラ

リ
ー
戦
▽
団
体
戦

　

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
抽
選

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

お
よ
び
近
隣
招
待
チ
ー
ム
の
人

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

23
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
も
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

10
月
６
日
㈰
午
前
９
時
10

分
競
技
開
始

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

メ
ン
バ
ー
の
２
人
以
上
が

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は

40
歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ
る
６

人
以
内
の
チ
ー
ム

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

　

※
審
判
が
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

審
判
依
頼
費
用
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

５
日
㈭
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

８
月
25
日
㈰
午
前
８
時
45

分
開
始

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
お
よ
び
招
待

チ
ー
ム

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
し
込
み　

代
表
者
が
参
加
料
を

持
っ
て
８
月
９
日
㈮
午
後
７
時
か

ら
市
教
育
庁
舎
で
行
わ
れ
る
代
表

者
会
議
へ

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

日
時　

▽
第
３
期
＝
９
月
21
日
〜

10
月
26
日（
10
月
12
日
を
除
く
）

▽
第
４
期
＝
11
月
９
日
〜
12
月
７

日
の
土
曜
日（
各
期
５
回
）午
前

８
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場　

み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
で
知
的

障
が
い
の
あ
る
小
・
中
学
生

定
員　

各
期
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

各
期
１
人
３
５
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　

水
着・タ
オ
ル・

ゴ
ー
グ
ル
・
水
泳
帽
子

申
し
込
み　

８
月
13
日
㈫
〜
９
月

10
日
㈫
に
印
鑑
を
持
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

問
い
合
わ
せ　

市
水
泳
協
会
多
胡

さ
ん（
☎
㉒
３
５
４
４
）・
ス
ポ
ー

ツ
課

イベントアシスタント「ふじ娘」

　市のイベントアシスタント「ふじ娘」の新
しいメンバーが決まりました。
　令和元年度のふじ娘は、岡田桃葉さん、
木村佳那さん、小林菜月さん、櫻井理子さん、
渋澤知依さんの５人です。今後１年間、藤
岡まつりやふじまつり、観光キャンペーン
などの各種行事に参加します。
問い合わせ問い合わせ　商工観光課（☎402317）

左から、岡田さん・木村さん・小林さん・櫻井さん

県
央
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

施
設
見
学
会

市
民
秋
季
３
on
３

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

関
孝
和
先
生
顕
彰

全
日
本
珠
算
競
技
大
会

国
際
交
流
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

市
役
所
職
員
採
用
試
験

ア
イ
デ
ア
作
品
展

土
と
火
の
里
公
園
指
定
管
理
者

藤
岡
中
央
児
童
館
指
定
管
理
者

少
年
野
球
教
室

市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

知
的
障
が
い
者
水
泳
教
室

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３
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広報ふじおか　令和元年８月１日号広報ふじおか　令和元年８月１日号

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

ア
コ
ー
デ
ィ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
藤
岡

日
時　

９
月
１
日
〜
29
日
の
日
曜

日（
全
５
回
）午
後
７
時
〜
９
時

定
員

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

８
０
０
０
円（
ボ
ー
ル

代
込
み
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
23
日

㈮
に
印
鑑
・
参
加
料
を
持
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
課
へ

ノ
ー
ス
ヒ
ル
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｏ
ｋ
ａ

日
時　

９
月
１
日
㈰
〜
28
日
㈯
▽

午
前
コ
ー
ス
＝
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
▽
午
後
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
▽
夜
間
コ
ー
ス
＝
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

定
員　

各
コ
ー
ス
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

５
４
０
０
円（
ボ
ー
ル

代
別
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
31
日

㈯
に
ノ
ー
ス
ヒ
ル
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｏ
ｋ

ａ（
☎
㉒
１
７
１
７
）

共
通
事
項

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
18
歳
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

日
時　

９
月
３
日
〜
11
月
12
日
の

火
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
〜

持
っ
て
く
る
物　

室
内
用
運
動
靴

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

　

健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
市
の
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
家
族
な
ど
本
人
以
外
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

８
月
30
日
㈮
午
後
１
時
〜

午
後
４
時（
要
予
約
）

会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

０
円（
高
校
生
８
０
０
円
）▽
一
般

（
高
校
生
以
上
）ダ
ブ
ル
ス
＝
１
０

０
０
円（
高
校
生
の
み
８
０
０
円
）

▽
一
般（
高
校
生
以
上
）団
体
＝
１

２
０
０
円（
高
校
生
の
み
１
０
０

０
円
）▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
混
合
ダ

ブ
ル
ス
＝
１
０
０
０
円

　

※
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
混
合
ダ
ブ
ル

ス
以
外
は
男
女
別

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

15
日
㈭
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

９
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30

分
開
会

会
場　

庚
申
山
総
合
公
園
多
目
的

広
場

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

　

※
予
備
日
９
月
２
日

会
場　

保
美
憩
い
の
広
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク

ラ
ブ
の
人

競
技
方
法

24
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

参
加
料　

１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

22
日
㈭
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部

　

※
少
雨
決
行

集
合
場
所　

庚
申
山
総
合
公
園
多

目
的
広
場

コ
ー
ス
▽
５
㎞
の
部
▽
10
㎞
の
部

対
象　

健
康
な
人（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

弁
当
・
水
筒
・

雨
具
・
敷
物
な
ど

申
し
込
み　

８
月
15
日
㈭
ま
で
に

▽
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
会
員
＝
各

班
長
へ
▽
非
会
員
＝
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

会
場　

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人（
35

歳
以
上
の
既
婚
女
性
）で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
19
日
㈪
午
後
７

時
か
ら
市
教
育
庁
舎
で
行
わ
れ
る

組
み
合
わ
せ
会
議
へ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
部

　

※
予
備
日
９
月
２
日

会
場　

藤
岡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

競
技
方
法

27
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

参
加
料　

１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

16
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
部

会
場　

庚
申
山
第
２
体
育
館

内
容　

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験（
キ

ン
ボ
ー
ル
・
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
・

ユ
ニ
カ
ー
ル
な
ど
）

対
象　

市
内
在
住
の
人

参
加
料　

無
料

９
時

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上

定
員

50
人（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈭
〜
28
日
㈬
に
参
加
料
・
印

鑑
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

９
月
22
日
㈰
午
前
８
時
45

分
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
人

　

※
小
中
高
生
は
多
野
郡
在
住
・

在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
人
も
出
場
可

種
目
・
参
加
料　

▽
小
学
生
シ
ン

グ
ル
ス
＝
３
０
０
円
▽
中
学
生
以

下
団
体
＝
８
０
０
円（
小
学
生
の

み
６
０
０
円
）▽
中
学
生
シ
ン
グ

ル
ス
＝
４
０
０
円
▽
中
学
生
ダ
ブ

ル
ス
＝
８
０
０
円
▽
一
般（
高
校

生
以
上
）シ
ン
グ
ル
ス
＝
１
０
０

内
容　

健
診
結
果
の
見
方
・
生
活

習
慣
病
予
防
・
栄
養
相
談
・
禁
煙

相
談
・
血
管
年
齢
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　

各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

　

６
月
23
日
㈰
、
市
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
福
祉
バ
ザ
ー
に
対
し
、

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
た
く
さ
ん

の
品
々
や
手
作
り
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

バ
ザ
ー
収
益
の
75
万
１
１
０
０

円
は
、
地
域
福
祉
の
諸
事
業
に
広

く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
㉒
５
６
４
７
）

　

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
使

用
者
は
法
定
の
年
休
付
与
日
数
が

10
日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に
対

し
て
、
年
間
５
日
間
以
上
、
年
休

を
確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
年
休
を
取
得

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
土
日
や
お
盆
休
み

と
合
わ
せ
る
こ
と
で
連
休
に
な
り

ま
す
。
ま
た
暑
い
夏
は「
朝
型
勤

務
」や「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」

な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
で
業
務
の

効
率
化
・
長
時
間
労
働
の
抑
制
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

県
労
働
局（
☎
０

２
７
・
８
９
６
・
４
７
３
９
）・

商
工
観
光
課（
☎
40
２
３
１
８
）

　

働
き
方
改
革
の
進
め
方
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
働
き
方

改
革
全
般
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

群
馬
働
き
方
改
革

推
進
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０
・

４
８
６
・
４
５
０
）・
商
工
観
光

課（
☎
40
２
３
１
８
）

　

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

が
土
地
建
物
や
会
社
の
登
記
・
成

年
後
見
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時　

８
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

群
馬
司
法
書
士
会

西
毛
支
部
茂
原
さ
ん（
☎
０
２
７

４
・
７
４
・
４
９
０
６
）

　

家
計
に
お
け
る
消
費
や
所
得
、

資
産
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
調
査
で
す
。

調
査
期
間　

令
和
元
年
10
月
〜
11
月

調
査
方
法　

調
査
員
が
調
査
対
象

世
帯
に
調
査
票
を
配
布

調
査
内
容　

家
計
に
お
け
る
▽
収

支
・
負
債
▽
就
業
状
況
▽
住
居
に

関
す
る
事
項
な
ど

問
い
合
わ
せ　

総
務
課（
☎
40
２

２
２
７
）

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
所
得
税

の
課
税
対
象
者
に「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
が
届
い
た
ら
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
貼
っ
て
投と
う
か
ん函

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１

６
５
）・
保
険
年
金
課（
☎
40
２

２
５
９
）

日
時　

８
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈷
午

前
10
時
〜
午
後
７
時（
11
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会
場　

ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

内
容　

原
爆
写
真
・
戦
争
資
料
・

本
や
漫
画
の
展
示
な
ど

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

多
野
藤
岡
平
和
展

実
行
委
員
会
吉
崎
さ
ん（
☎
㉒
３

１
９
８
）

手話をやってみよう（第５回）
　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、
表情を使って視覚的に表現する言語です。
　手話が身近な言語となるよう、皆さんもやっ
てみましょう。
　今月は「うれしい（楽しい）」を紹介します。
　※手話をする手は左右どちらでも可能です。

両手を開いて指先を
胸の正面につける

指先を交互に上下
する

【うれしい（楽しい）】

※うれしい顔で表現しましょう

　結婚50周年を迎えたご夫婦を
祝福するため、金婚記念式典を行
います。該当する夫婦は必ずお申
込みください。
日時　11月12日㈫午前11時～
会場　藤岡商工会議所
対象　12月31日までに結婚50
周年になる市内在住の夫婦（昭和
44年１月１日～12月31日に婚
姻した夫婦）
申し込み・問い合わせ　８月30
日㈮まで（土・日曜日、祝日を除く）
に印鑑と、本籍地が市外の人は結
婚した日が確認できるものを持っ
て介護高齢課（☎402809）・鬼石総
合支所鬼石振興課（☎523111）へ

該当者はご連絡ください

金婚祝い

市
民
ゴ
ル
フ
教
室

市
民
太
極
拳
教
室

仕
事
休
も
っ
化
計
画

家
計
構
造
調
査

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
送
付

無
料
法
律
相
談
会

働
き
方
改
革
相
談

成
人
健
康
相
談

市
民
卓
球
大
会

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

藤
岡
・
平
和
の
た
め
の

原
爆
写
真
と
戦
争
資
料
展

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

そ
の
他

健
康
福
祉



人権を考

　　　～虐待から子どもを守る～

虐
待
は
人
権
侵
害
で
す

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
毎
日
の

よ
う
に「
児
童
虐
待
」が
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
内
の
３

つ
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た

昨
年
度
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

は
、過
去
最
多
の
１
３
７
４
件（
前

年
度
比
１
２
０
・
５
％
）。
10
年

連
続
の
増
加
で
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

子
ど
も
の
心
に
大
き
な
傷
と
な
っ

て
残
り
、
子
ど
も
の
生
命
や
心
身

の
発
達
、
人
格
形
成
に
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
前
で
暴
力
を
振
る
う
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
食
事
を
与
え
な

い
、
長
時
間
の
放
置
、
風
呂
に
入

れ
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

○
性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
を
見
せ

る
、
強
要
す
る
な
ど

　

虐
待
は
犯
罪
で
す
。
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ
っ
て
も
や
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か

　

多
く
の
場
合
、
次
の
要
因
が
重

な
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
親
の
要
因
＝
育
児
不
安
、病
気
、

親
自
身
に
虐
待
経
験
が
あ
る
な
ど

○
子
ど
も
の
要
因
＝
か
ん
し
ゃ
く

が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
な
ど

○
家
族
を
取
り
巻
く
環
境
＝
育
児

に
関
し
て
相
談
で
き
る
人
が
い
な

い
、
不
安
定
な
夫
婦
関
係
、
経
済

的
な
不
安
な
ど

地
域
で
子
育
て

　

欧
米
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
子
ど
も

は
親
が
家
庭
で
育
て
る
も
の
と
い

う
考
え
方
が
根
強
く
、
親
が
孤
立

し
て
し
ま
い
、
重
大
な
事
態
へ
発

展
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
認
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。「
挨
拶
を

す
る
」「
声
を
掛
け
合
う
」な
ど

の
ち
ょ
っ
と
し
た
触
れ
合
い
が
人

間
関
係
を
築
き
、
苦
し
ん
で
い
る

親
や
子
ど
も
た
ち
を
救
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
は
藤
岡
市
の
宝
で

す
。
虐
待
か
ら
不
幸
な
将
来
を
歩

ま
せ
る
こ
と
な
く
、
笑
顔
で
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

気
に
な
る
家
庭
を
見
掛
け
た
ら

　

身
近
に
気
に
な
る
家
庭
を
見
掛

け
た
ら
、
市
役
所
の
相
談
窓
口
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。「
も
し

誤
解
だ
っ
た
ら
」と
い
う
思
い
が

虐
待
を
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
虐
待
し
て
い
る
親
も

誰
か
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
い
う

サ
イ
ン
を
送
り
続
け
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

虐
待
の
通
報
・
相
談
窓
口　

市
役

所
子
ど
も
課（
☎
40
２
２
８
６
）・

ふ
じ
お
か
子
育
て
１
１
０
番（
☎

㉔
５
１
１
０
）・
西
部
児
童
相
談

所（
☎
０
２
７
・
３
２
２
・
２
４

９
８
）・
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

24（
☎
０
１
２
０
・
７
８
３
・
８

８
４
）・
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
１
８
９
）・
藤
岡

警
察
署（
☎
㉒
０
１
１
０
）

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）
　　　　　　子ども課（☎402286）

　美九里西小学校では、校区内にある世界文化遺産
「高山社跡」を地域学習の中核に据え、養蚕体験に
積極的に取り組んでいます。
　春の遠足では、各学年の最終目的地を高山社跡と
し、建物を背景に全校児童で記念写真を撮りました。
また４年生は、社会科や総合的な学習の時間に高山
社について学習し、その過程で養蚕体験をしていま
す。５月末には地域の養蚕農家へ訪問し、蚕の特徴
や上手に育てる工夫などを教わりました。その際に
譲り受けた111頭の蚕は、４年生の児童らで大切に
育てました。また、県蚕糸技術センターからいただ
いた640個の卵も、ふ化して順調に育ちました。蚕
を育てることについて４年生の児童は「大切な命を
預かっているということの責任を感じている」と真剣

～誇れる文化、養蚕体験～

↑市内の養蚕農家へ訪問し、養蚕農家の苦労や工夫などにつ
いて教えてもらいました。

なまなざしで話します。今後４年生が育てた繭は６
年生が卒業式で胸につけるコサージュの材料として
使われる予定です。また今年で３年目の参加となる
「校旗を作ろうプロジェクト」では、児童会旗の作成
を目標としています。６年生が育てた繭からとった
生糸と考えたデザインで旗を作成します。６年生は
「伝統ある活動を今後も下級生にも続けてもらいた
い」と意気込みます。
　蚕は廊下や玄関で飼育され、全学年が見たり触れ
たりして、とても大切に育てています。児童にとって
身近な蚕の飼育は命を慈しむ心と郷土を愛する心と
ともに代々引き継がれ、母校・地域の誇れる文化と
なっています。小

こぐれ

暮 大
ひろと

翔くん 宮
みやざわ

澤 和
かずき

希くん 木
きむら

村 真
まさき

咲さん

著者▷田中　俊一
睡眠を変えれば人生が変わる。45歳
を境に、睡眠不足が心身に与える影
響力は各段に大きくなる。脳と体、
仕事や私生活の充実度と健康度を最
高レベルに高める睡眠の方法を紹介。

あとは切手を、一枚貼るだけ 45歳からは「眠り方」を変えなさい

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　美九里西小学校（☎㉒1945）

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館☎㉒1669

旧友再会

著者▷小川　洋子・堀江　敏幸
かつて愛し合い、今は離ればなれに
生きる「私」と「ぼく」。２人を隔て
た取り返しのつかない出来事。14通
の手紙に編み込まれた哀

かな
しい秘密。

作家２人が仕掛ける胸を震わす物語。

著者▷重松　清
年を重ねると増えていく「再会」の機
会。再会は、一度別れたからこそのも
の。どう別れたかで、再会の仕方も変
わってくる。会いたい人、会いたくな
い人、忘れていた人。全５編を収録。

美九里西小学校

図書館司書がセレクトした新刊情報

松 清川 洋子 堀江 敏 中 俊
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　７月10日、千里浜海水浴場で浜開きが行われ
ました。浜開きの神事では、地元の神社の宮司が
ハマグリを海に投げ入れ、今シーズンの浜の安全と

にぎわいを祈願しました。
　車が走れることで知られる千里浜海
岸ですが、海水浴期間はロープで海岸
を区切り、走行帯と海水浴エリアに分
けられます。砂浜に交通標識が立つと
いう珍しい風景も見られます。
　浜茶屋（海の家）は８月下旬までの営
業を予定しています。羽咋へ来られた
際には、ぜひお立ち寄りください。

千里浜なぎさドライブウェイで海水浴

千里浜海水浴場オープン！

No.41～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

　藤岡の養蚕改良高山社が日本中で養蚕指導
し、蚕業学校が最も盛んであった時期は明治
時代後半～大正時代前半の時期です。そして
高山社の発展と同じように藤岡から日本中に
広まったのが、藤岡出身の発明家・福島元七
が明治34年に発明した「福島式桑刻機」です。
　元七の生まれた福島家は江戸時代には幕府
の御用鍛冶を務めた家で、元七も「ものづく
り」に熱意を持っていたことがうかがえます。
桑刻機とは、養蚕で蚕に与える桑の葉を刻む
道具で、さまざまな形式のうち、大きな成功
を収めたのが福島式で、元七はこの発明で専
売特許を取っています。当時、高山社が指導
していた養蚕方法「清温育」はきめ細かい飼
育方法が特徴で、多い時では１日に７回、包
丁で桑葉を刻んで蚕に与える必要があります。
この作業を大きく軽減したのが桑刻機で、桑

福島式桑
くわ

刻
きざみ

機
～藤岡から世界へ～

葉を入れて包丁を動かせば簡単な調整だけで
刻む葉の大きさを変えることができます。そ
のため「清温育」の広まりとともに急速に販
路を広げ、明治末には藤岡で２カ所、さらに
全国５カ所に工場を設け、朝鮮や中国も含め
た販売総数は約150万台以上であったと伝え
られています。

福島式桑刻機と銘板（左下）

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎402332）

HANA-MIDORI＊FUJIOKA　　 Vol. 5

波打ち際まで車で行ける海水浴場。夏限定で海岸に交通標識（左上）も。

　
　

耳
よ
り
情
報　

知
っ
て
得
す
る
情
報
満
載
♪

気
軽
に
行
け
る

Ｂ
Ｂ
Ｑ
ス
ポ
ッ
ト
！

■
小
平
河
川
公
園

　

豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

小
平
河
川
公
園
で
は
三
波
川

の
清
流
に
親
し
み
な
が
ら
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
園
内
に
は
10
個

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
ー
ク
ル

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
誰
で

も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

休
園
日　

火
曜
日

予
約　

不
要（
直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ　

都
市
施
設
課

（
☎
㉓
９
８
５
０
）

■
烏
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

烏
川
の
広
大
な
河
川
敷
を
利

用
し
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で

す
。
豊
か
な
木
々
に
囲
ま
れ
、

炊
事
場
や
温
水
シ
ャ
ワ
ー
、
水

洗
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
も
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

休
日

11
月
24
日
ま
で
は
無
休

予
約　

電
話
に
て
事
前
予
約

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

烏
川

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
☎
42

６
９
０
２
）

■
土
と
火
の
里
公
園

　

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
土
と

火
の
里
公
園
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
が
あ
り
ま
す
。
事
前
予

約
さ
れ
た
人
に
器
材
や
食
材

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
プ
ラ
ン

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
誰
で

も
気
軽
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

休
園
日　

月
曜
日

予
約　

電
話
に
て
事
前
予
約

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

土
と

火
の
里
公
園（
☎
㉘
０
３
８

５
）

　藤岡市を花と緑で活気あふれるまちにするため、遊休地（休耕地や空き地など）
に花を咲かせ、藤岡市を一緒に盛り上げませんか？

✿募集内容
　①所有する遊休地（休耕地や空き地など）に花を咲かせたい人・団体
　②タネ蒔きなどの作業に協力していただける人・団体

✿申し込み方法
　市ホームページにある申し込み用紙に必要事項を記入し、下記
問い合わせ先まで、メール・ファクス・郵送でお申し込みください

✿申し込み・問い合わせ
　花と緑のぐんまづくり藤岡市実行委員会事務局（都市施設課内☎402332）

市役所前の花飾りをリニューアル!!
７月１日藤岡北高校生徒

の手によって、ハンギング
バスケットの植え替えが行
われました。市役所前には
34基のハンギングバスケッ
トが飾られています。

遊休地の花づくり　協力ボランティアの募集!!

は く い
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■
発
行
／
藤
岡
市
　
〒
375-8601　

　
　
群
馬
県
藤
岡
市
中
栗
須
327番

地
　
☎
0274㉒

1211　
0274㉔

3252
■
編
集
／
企
画
部
秘
書
課
　
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.city.fujioka.gunm

a.jp/　
■
印
刷
／
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ち
びっ
こ
登
場

市
民

479

第
1208号

令
和
元
年
８
月
１
日
発
行

下
し も や ま

山 陽
は る ま

真くん
（４歳・藤岡）

野
の ぐ ち

口　あいりちゃん
（４歳・中島）

いつも笑顔で優しくてよく気の利くあ
いりちゃん。我が家の太陽です！

林
はやし

大
だ い き

貴くん
（１歳２カ月・立石）

いつも元気なはるまくん　すくすく大
きくなってね

大ちゃんの成長が楽しみだよ。だーい
すき。

 ちびっこ応募 ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法 任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
　　　　　　メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208・ hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
中
学
２
年
で
母
を
亡
く

し
、
祖
母
や
父
の
介
護
も
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
営
業
、
事
務
、
製
造
、

飲
食
店
経
営
な
ど
の
職
種
を
経
験
し
て

き
て
お
り
、
そ
の
時
々
に
は
ど
う
に
も

な
ら
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
悲
し
み
や

苦
し
み
が
、
文
章
の
表
現
に
生
か
せ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
そ
ん
な
経
験
を
生
か
し
つ

つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
と
し

て
転
職
者
な
ど
に
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
伝
え
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
小
説
に
つ
い

て
は「
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
」と

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

命
の
意
味
を
問
う
作
品
に

毛
新
聞
第
45
回
掌
編
小
説
年
間

賞
佳
作
に
作
品「
目
を
閉
じ
た

四
月
の
猫
へ
」が
選
ば
れ「
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
す
高
橋
さ
ん
。

　

作
品
は
夢
を
失
っ
た
少
年
が
、
生
き

る
意
味
を
見
つ
め
直
す
物
語
。
名
も
な

い
小
さ
く
弱
い
命
た
ち
を
す
く
い
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
で
書
い
た
も
の
で
、

主
人
公
は
葛
藤
す
る
少
年
時
代
の
自
身

の
姿
で
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
掌
編
小
説
」は
規
定
が
原
稿
用
紙

５
枚
。
言
葉
を
厳
選
し
、
無
駄
を
削
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程

は
詩
や
俳
句
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
か

上毛新聞第45回掌編小説年間賞佳作受賞

高橋　祐紀さん（上戸塚）

　1967年藤岡市生まれ。2018年の上毛文芸欄に掲
載された掌編小説で入選した24編の中から第45回
年間賞の佳作を受賞。ペンネームは結

ゆう

城
き

高
たか

葉
は

。

Profi le

上


